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ターネット上のソーシャルメディアに掲載された過去 1年間（2012年 1月～2013年 1月）の文書








表 1 ソーシャルメディアにみる各携帯電話ブランドの印象 
  コメント数 言及の回数 印象 好きか嫌いか 好き嫌いの程度 
iPhone 975,171 1,648,308 59,823,704 36% 29 
Nokia 330,584 605,008 10,996,134 29% 30 
小米 326,724 561,980 6,116,148 27% 33 
サムスン 248,484 585,369 2,284,999 37% 25 
HTC 206,794 369,925 4,893,869 42% 34 
モトローラ 97,959 218,309 2,067,579 30% 28 










トップ 10ブランドの出荷台数は 1.5億台に達しており、全体の 70%をも占めていた。 




























場のトップ 10 ブランドメーカーは、スマートフォンのデザイン業務の約 30％をデザインハウス
































530億元へ急増しており、電子商取引による売上の 4％を占めている（Economist Mar.23, 2012）。
淘宝や京東商城、拍拍といった総合的な B2Cもしくは C2Cのウェブサイトには数千万から数億人
という単位で利用者が登録している。これらのサイトを利用することで、地場メーカーは容易に
新規の顧客を開拓できる。とくに販売網がカバーしていない地域の消費者の開拓に関して、ネッ
トは非常に役立つ。 
一方で、インターネットを多品種少量生産の製品の販売に活用するケースも増えている。深圳
ではスマートフォンブームの発生に伴って、一部では部品供給が追いつかない状況が生まれた。
そこで、小ロットで優れたデザインの機種をネット販売するビジネスモデルが生まれた。ある中
小ブランドの担当者によると、当社が開発したスマートフォンの 1 機種当たりの出荷台数はわず
か 3～5万台である。しかし、すべての機種はフランスから雇ったデザイナーに外観設計を依頼し
ている。小ロット生産を採用したことで、在庫の圧力が緩和されるだけでなく、品質管理も行い
やすくなり、不良品率が非常に低いレベルに抑えられる。さらに、ネットで販売されているので、
消費者に届けるまでの中間段階の流通マージンが節約される。この中小ブランドメーカーの場合、
ネット販売によって 10％もの流通コストが軽減されたと指摘される。 
 
 
